
平成３０年（２０１８年）５月１６日

都 市 計 画 審 議 会 資 料

都市政策推進室中野駅周辺計画担当 
都市政策推進室中野駅地区都市施設調整担当

中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更等の検討状況について 

中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更等の検討状況について、以下のとおり報告する。 

１ 中野四丁目新北口地区まちづくり方針の策定について 

中野四丁目新北口地区まちづくり方針（以下「まちづくり方針」という。）は、同地区におけ

る目指すべき都市像や土地利用、空間形成、公共基盤整備などの方針、その実現に向けた都市計

画及び市街地開発事業の考え方を示すことによって、より良好なまちづくりへと誘導することを

目的としたものであり、パブリック・コメント手続等を経て平成３０年３月に策定したところで

ある（別紙１）。 

まちづくり方針（案）に係るパブリック・コメント手続において、提出された意見により変更

した箇所は、別紙２のとおりである。 

２ 中野駅新北口駅前エリアにおける施設配置イメージ 

中野四丁目新北口地区まちづくり方針に基づき、中野駅新北口駅前エリアでは街区再編を行い、

安全で円滑な歩行者動線や滞留空間が十分に確保された駅前広場を配置するとともに、地域経済

の発展、国際競争力の強化に資する都市機能が立地しやすい大街区化及び高度利用を誘導し、集

客力・発信力のある拠点を形成していく。 

また、街区再編により整備すべき都市施設の概ねの規模や形状は、中野駅地区整備基本計画（改

定案）（別紙３）で検討してきたところである。 

中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更等の基点となる公共基盤及び拠点施設配置は、以

下のとおり想定している（別紙４）。 
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（１）公共基盤 

① 新北口駅前広場に中野駅地区整備基本計画（改定案）に示す交通施設を配置する。

バス   乗車８ 降車２ 

タクシー 乗車１ 降車１ プール約４０台 

一般車  乗降２ 

② 南北通路レベル及び東西連絡路レベルで北口改札及び西口改札からの歩車分離の歩行者

動線を確保する。また、中野四季の都市（まち）方面や囲町方面への歩行者デッキを配置

する。

③ 新北口駅前広場への車両動線は、けやき通りの主動線と敷地の立体的利用により確保する

中野通りからの補助動線を配置する。

（２）拠点施設 

① 大街区化した敷地を高度利用により最大限活用するため、１棟の建物として建築する。

② 拠点施設の中核となる最大収容１万人のアリーナは北側に配置し、出入口を北東側に設け

ることで、駅からの離隔、周辺への回遊促進、滞留空間の確保を図る。

③ 競争力の高い大型のフロアプレートを有するオフィス、新たなにぎわい軸を形成する商業

施設、ＭＩＣＥや観光、交流の拠点となるホテル、職住近接を実現する高品質なレジデン

ス等からなる複合棟を南側に配置する。

④ 歩行者動線は、中野駅西側南北通路からつながる歩行者デッキや中野通り沿道、複合棟の

商業施設内など複数設け、歩行者の分散を図る。

⑤ 拠点施設全体の地下に、附置義務駐車施設、都市計画駐車場、地域荷捌き駐車場を配置す

る。

３ 中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更等について 

中野駅新北口駅前エリアの公共基盤の検討については、これまでに中野駅地区整備基本計画

（改定案）及び都市計画変更（素案）を公表したところである。その後、国より関連法の改正案

が示され、法改正を踏まえた更なる検討が必要となった。 

（１）「都市再生特別措置法等の一部を改正する法律」について 

標記について、平成３０年２月９日に閣議決定され、国土交通省より「立体道路制度の適用

対象の拡充」が示された。当法案については４月１８日に国会で議決、成立し、２５日に公布

された。なお、立体道路制度とは、道路の上下空間における建築物の建築を一定の要件のもと

に認め、道路と建築物の一体的整備を推進する制度である。 
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○ 立体道路制度拡充の内容 

① 適用範囲（中野区における場合） 

法改正前 法改正後 

・自動車のみの交通の用に供する道路 

・自動車の沿道への出入りができない高

架その他の構造の道路 

・すべての道路 

② 適用の要件 

地区整備計画において、以下の目的を実現するため道路の上空又は路面下において建築

物の建築等を行うことが適切であると認められるときは、当該道路区域のうち建築物等の

敷地として併せて利用すべき区域を定めることができる。 

法改正前 法改正後 

・適正かつ合理的な土地利用の促進 

 

・市街地の環境を確保 

・適正かつ合理的な土地利用の促進 

・都市機能の増進 

 

 

（２）法改正を踏まえた都市計画変更等の検討について 

  

これまでに検討してきた都市計画変更（素案）は、別紙５のとおりである。 

中野駅新北口駅前エリアにおける公共基盤配置及び拠点施設配置については、大街区化した

敷地を高度利用し最大限活用するため拠点施設を１棟の建物とする一方、新北口駅前広場への

車両動線としてけやき通り側の主動線と中野通りからの補助動線を確保する方針としている。 

駅前広場動線を敷地の立体的活用により確保するため、地区計画の地区整備計画における地

区施設（貫通通路）としていた箇所について、法改正を踏まえ立体道路制度を活用した都市計

画道路と位置付けることを検討する。 

 

１） 中野駅地区整備基本計画の改定について 

「今後の整備に対応した都市計画変更」の記載について、内容を再検討する。 

  

２）都市計画変更（原案）の検討について 

① 都市計画道路について 

当該箇所について、立体道路制度を活用することを想定し、都市計画道路として位置付

けることを検討するとともに、関係機関と協議・調整を進める。 
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② 地区計画について

地区計画の内容について、当該箇所の立体道路制度活用を前提とした記載を検討すると

ともに、関係機関と協議・調整を進める。 

③ 土地区画整理事業について

当該箇所の立体道路制度活用を前提とし、事業上の取扱いや手続きの進め方について、

関係機関と協議・調整を進める。 

（３）今後の予定について 

  都市計画変更の内容について、法改正の内容・スケジュールを踏まえた更なる検討及び関係

機関との協議・調整が必要となっているが、新北口駅前エリアにおける事業全体に影響を及

ぼすことがないよう、以下のスケジュールを目指していく。 

年月 都市計画道路等に関する事項 地区計画に関する事項 

平成３０年  ７月 中野駅地区整備基本計画の改定 

都市計画変更（原案）報告 

  ８月頃 （原案）公告・縦覧 

  ９月以降 都市計画変更（案）報告 

（案）公告・縦覧 

（案）中野区都市計画審議会 諮問 

都市計画決定 
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